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山里におけるツグミのねぐらとその環境

平野小二朗’

はじめに

山里の畑などの平地で採食しているツグミは，多くは山地をねぐらとしていることが知

られている（中村・行田1984)．しかし，ツグミが群れで眠るのか，単独で眠るのか，ま

た群れになる場合はどれほどの規模になるのかなど，その実態はよくわかっていない（樋

口1990，浜口ほか1992)．今回，著者はこれらについて観察を行ない，いくつかの知見

を得たので，ここに報告する．

調査地および調査方法

長野県須坂市の南部に位置する妙徳山（最高点の標高1293.5ｍ）の山麓を流れる鮎川の

右岸に定点を設け，その真向かいの妙徳山の北斜面を観察区域として，定点観察を行なっ

た．観察定点からねぐらまでの距離は，直線距離にしておよそ800ｍから2500ｍである．

記録した項目は，天候，時間，個体数，ねぐら入りの場所，およびその環境である．また，

この観察地点から近いところにねぐら入りした時は，ねぐらの観察も行なった．観察期間

は，1993年１月11日から５月４日まで合計46日，ねぐら入りの時刻は，１５時50分から18時

30分のあいだであった．ツグミが採食している定点の周辺は，リンゴおよびブドウの果樹

園と田および畑である．定点の標高はおよそ480ｍであり，観察区域は，標高およそ山麓

で600ｍ，中腹で800ｍ，山頂付近で1000ｍほどで，面積は約l80haである．植生は雑木林

(40％)，カラマツ林（30％)，マツ林（５％)，スギ林（20％)，低木のやぶ（５％）など

から構成されている．

結果および考察

ツグミは，ねぐらとする場所を個々にとるのではなく，ある程度まとまった集団で利用

しているが，各個体は接近して眠りにつくのではなく，数ｍ以上離れていた．時間が遅く

なってからは平地の低木のやぶなどを利用する個体もあったが，このときはほとんど単独

であった．また，ねぐらとする場所は日ごとにかわるのではなく，おおむね定まっていた．

観察されたねぐらの総数は87か所，総個体数は338羽であった．

１．ねぐらの規模

同一のねぐらに入る個体数をねぐらの規模とした場合，５羽未満のねぐらの数は63か所

(73％)，それに入った個体数は112羽（33％）であり，５羽以上10羽未満のねぐらの数は
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図１．規模別のねぐらの観察数．

ねぐらの規模とは各ねぐらにおける個体数を表わす．
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18か所（21％)，115羽（34％）で，１０羽以上15羽未満のねぐらの数は１か所（１％)，１０

羽（３％)，１５羽以上20羽未満のねぐらの数は３か所（３％)，４９羽（14％)，２０羽以上２５

羽未満のねぐらの数は１か所（１％)，２２羽（７％）で，それ以上は30羽入ったねぐらがｌ

か所（１％)，３０羽（９％）であった（図１)．ねぐら１か所あたりの個体数の平均値±Ｓ

Ｄ.は，3.89羽±4.80であり，蚊大規模のねぐらは30羽であった．ほとんどの個体は，５羽

未満と５羽以上から１０羽未満の規模のねぐらに入っていた．このことから，ツグミはあま

り大きな規,模のねぐらはつくらないものと思われる．

２．ねぐらの場所

ねぐらの場所は，標高と地形にもとづき，平地（標高約480ｍ)，山麓（標間約600ｍ)，

中腹（標I断約800ｍ)，山頂（標高約１０００ｍ）の４か所にわけた．平地のねぐらの数は４か

所（５％)，１１羽（３％)，111麓にはねぐらが34か所（39％)，102羽（30％)，中腹にはね
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図２．ねぐらの場所とその観察数．
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図３．ねぐらの場所とその観察個体数．
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ぐらが39か所（45％)，184羽（54％)，I1l頂付近はねぐらが１０か所（11％)，４１羽（12％）

で，多くの個体が山麓から山地!'』腹をねぐらとして利用していた（図２，ｌｘ１３)．ねぐらｌ

か所あたりの個体数±S､Ｄは，平地から山頂にむかうにつれて2.75羽±2.36,3.00羽±

3.88,4.72羽±5.74,4.10羽±4.15と贈加した．

３．ねぐらの植生

ねぐら場所の植生をみると，雑木林のねぐらの数は33か所（40％)，そこを利川した個

体数は120羽（36％）であり，スギ林のねぐらは24か所（28％)，利川個体数は110羽

(33％）で，カラマツ林のねぐらは19か所（22％)，利用個体数は89羽（26％）で，マツ林

のねぐらは７か所（８％)，その個体数は９羽（３％）であり，薮はねぐらが４か所（５

％)，その個体数は10羽（３％）であった（図４，図５)．ねぐらｌか所あたりの個体数±

S,Ｄ.はマツ林が1.29羽±0.76，やぶが2.50羽±2.38,雑木林が3.64羽±3.47,スギ林が4.58

羽±6.74,カラマツ林が4.68羽±5.00であった．

図４．ねぐらの植生とその観察数．
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図５．ねぐらの植生とその観察個体数．
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要約

1．長野県須坂市の南部に位綴する妙徳山（最高点の標高1293.5ｍ）の北側斜面でのツグミのねぐら

場所および，そこを利用する個体数を調べた．

2．観察期間は1993年１月1111から同年５川lFlまでであり，観察されたねぐらの総数は87か所，観

察総個体数は338羽であった．

3．ねぐらは，規模では５羽未満が63か所（73％)，場所では山地中腹の標商900ｍ付近が39か所（４５

％)，植生別では雑木林が33か所（38％)，利用個体数は山麓と11｣地中雌がほぼ同じで１１２羽（33％）

と115羽（34％）で最も多かった．
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abovesealevel）werepreferred;184birds(54％）roostedthere･Roostsweresurroundedby

variousvegetation，andthoseincopseswereselectedbyｌ２０ｂｉｒｄｓ（36％)，thehighest

percentageofanyvegetationtype．
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